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なまえ 　 がつ　 にち てん  / 20

1 日宋貿易で、宋から大 量に輸入されたものは?

ア宋銭(銅銭) イ 鉄砲 ウ 勘合 エ小判 こたえ 

2 かぐやひめの話で知られる、日本で最も古い物語といわれる作品は?

ア 枕草子 イ 土佐日記 ウ 源氏物語 エ 竹取物語 こたえ 

3 平安時代末、武士として初めて太政大臣になり大きな力を持ったのは?

ア 藤原道長 イ 平 清 盛 ウ 源 頼 朝 エ 足利義満 こたえ 

4 平安時代の貴族の女性の正装は?

ア 着物にはかま イ 洋服 ウ 十二単 エよろいかぶと こたえ 

5 平 清 盛が貿易のために整備し、中 国(宋)と貿易を行った港は?

ア 横浜港 イ 長崎 港 ウ 出島 エ 兵庫の港(大輪田泊) こたえ 

6 平安京がつくられたのは 何年?

ア 1192年 イ 794年 ウ 645年 エ 710年 こたえ 

7 平安時代の武士が、特に大切にした武芸は?

ア 鉄砲をうつこと イ 大砲をあつかうこと ウ 馬に乗って弓を射ること エ能を舞うこと

こたえ 

8 「古今和歌集」は、だれの命令でまとめられた和歌集?

ア 将 軍の命令 イ外国の王の命令 ウ 幕府の命令 エ 天皇の命令 こたえ 

9 菅原道真が、のちに都から遠ざけられて送られた場所は?

ア 鎌倉 イ 大宰府(九 州) ウ 出島 エ 平 泉 こたえ 

10 平安時代の貴族が、外出のときに乗った乗り物は?

ア 牛 車 イ 人力車 ウかご エ 馬車 こたえ 

きぞく く へいあん

にっそうぼうえき そう たいりょう ゆにゅう

そうせん どうせん てっぽう かんごう こばん

はなし し にほん もっと ふる ものがたり さくひん

まくらのそうし とさ にっき げんじものがたり たけとりものがたり

へいあん じだい まつ ぶし はじ だいじょうだいじん おお ちから も

ふじわらのみちなが たいらのきよもり みなもとのよりとも あしかがよしみつ

へいあん じだい きぞく じょせい せいそう

きもの ようふく じゅうにひとえ

たいらのきよもり ぼうえき せいび ちゅうごく そう ぼうえき おこな みなと

よこはまこう ながさきみなと でじま ひょうご みなと おおわだのとまり

へいあんきょう なんねん

ねん ねん ねん ねん

へいあん じだい ぶし とく たいせつ ぶげい

てっぽう たいほう うま の ゆみ い のう ま

こきんわかしゅう めいれい わかしゅう

しょうぐん めいれい がいこく おう めいれい ばくふ めいれい てんのう めいれい

すがわらのみちざね と とお おく ばしょ

かまくら だざいふ きゅうしゅう でじま ひらいずみ

へいあん じだい きぞく がいしゅつ の の もの

ぎゅうしゃ じんりきしゃ ばしゃ



11 平等院鳳凰堂は、何を地上に表そうとして建てられた?

ア 戦 場のようす イ外国の宮 殿 ウ 極楽浄土のようす エ 海の底のようす こたえ 

12 院政を始めた上 皇は?

ア桓武天皇 イ後醍醐天皇 ウ後鳥羽上皇 エ 白河上 皇 こたえ 

13 壇ノ浦の戦いが行われたのは、今の何県?

ア 兵庫県 イ 福岡県 ウ 広島県 エ 山口県 こたえ 

14 藤原氏が摂 政や関白として実権をにぎった政治を何という?

ア 幕府政治 イ 摂関政治 ウ 律 令政治 エ 院政 こたえ 

15 遣唐使が停止されたのは 何年?

ア 794年 イ 1192年 ウ 645年 エ 894年 こたえ 

16 平安時代の貴族の男性が、正式な場で身につけた服装を何という?

ア 着物にはかま イよろいかぶと ウ 束帯 エ 十二単 こたえ 

17 平安時代の終わりごろ、武士の力が強まっていった理由は?

ア 貴族に選ばれたから イ外国から来たから ウ地方の争いをしずめる中で力をつけたから

エすぐ天皇になったから こたえ 

18 真言宗を開き、高野山に金剛峯寺を建てた僧は?

ア日蓮 イ 親鸞 ウ 最 澄 エ 空海 こたえ 

19 遣唐使の停止を提案したとされ、「学問の神様」としてまつられているのは?

ア 藤原道長 イ 菅原道真 ウ小野妹子 エ 行基 こたえ 

20 成人した天皇を助けて政治を行う役 職を何という?

ア 将 軍 イ知事 ウ 摂 政 エ 関白 こたえ 

びょうどういんほうおうどう なに ちじょう あらわ た

せんじょう がいこく きゅうでん ごくらくじょうど うみ そこ

いんせい はじ じょうこう

かんむ てんのう ごだいごてんのう ごとばじょうこう しらかわじょうこう

だん うら たたか おこな いま なにけん

ひょうごけん ふくおかけん ひろしまけん やまぐちけん

ふじわら し せっしょう かんぱく じっけん せいじ なん

ばくふ せいじ せっかん せいじ りつりょう せいじ いんせい

けんとうし ていし なんねん

ねん ねん ねん ねん

へいあん じだい きぞく だんせい せいしき ば み ふくそう なん

きもの そくたい じゅうにひとえ

へいあん じだい お ぶし ちから つよ りゆう

きぞく えら がいこく き ちほう あらそ なか ちから

てんのう

しんごんしゅう ひら こうやさん こんごうぶじ た そう

にちれん しんらん さいちょう くうかい

けんとうし ていし ていあん がくもん かみさま

ふじわらのみちなが すがわらのみちざね おののいもこ ぎょうき

せいじん てんのう たす せいじ おこな やくしょく なん

しょうぐん ちじ せっしょう かんぱく



こたえ　しょう6 しゃかい「貴族の 暮らし(平安)」 その3

1  ア 宋銭(銅銭)

2  エ 竹取物語

3  イ 平清盛

4  ウ 十二単

5  エ 兵庫の港(大輪田泊)

6  イ 794年

7  ウ 馬に乗って弓を射ること

8  エ 天皇の命令

9  イ 大宰府(九州)

10  ア 牛車

11  ウ 極楽浄土のようす

12  エ 白河上皇

13  エ 山口県

14  イ 摂関政治

15  エ 894年

16  ウ 束帯

17  ウ 地方の争いをしずめる中で力をつけたから

18  エ 空海

19  イ 菅原道真

20  エ 関白


